
①　私は、令和2年4月１日から令和3年3月31日までの事業年度にかかる

　ディスクロージャー誌に記載した内容のうち、財務諸表作成に関するすべ

　ての重要な点において関係諸法令に準拠して適正に表示されていること

　を確認しました。

②　当該確認を行うにあたり、財務諸表が適正に作成される以下の体制が

　整備され、有効に機能していることを確認しました。

・業務分掌と所管部署が明確化され、各部署が適切に業務を遂行する

体制が整備されております。

・業務の実施部署から独立した内部監査部門が内部管理体制の適切

性・有効性を検証しており、重要な事項については理事会等に適切に

報告されております。

・重要な経営情報については、理事会等へ適切に付議・報告されており

ます。

令和３年７月１日

愛媛県信用農業協同組合連合会

　　　　理事長

（注）財務諸表とは、貸借対照表、損益計算書、キャッシュ・フロー計算書、剰余金処分計算書および注記表を指
　　　しています。

井関　正志

88

財務諸表の適正性等に関する確認

会計監査人の監査

確　認　書

　令和2年度および令和元年度の貸借対照表、損益計算書、剰余金処分計算書および注記表
は、農業協同組合法第37条の2第3項の規定に基づき、有限責任監査法人トーマツの監査を受
けております。
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索　引

1. 概況および組織に関する事項

　⑴ 業務の運営の組織

　⑵ 理事、経営管理委員および

　　　　　　　監事の氏名および役職名

　⑶ 事務所の名称および所在地

　⑷ 特定信用事業代理業者に関する事項

35

36

36

37

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥

4. 業務の運営に関する事項

　⑴ リスク管理態勢

　⑵ 法令遵守の態勢

　⑶ 中小企業の経営の改善および

　　　地域の活性化のための取組の状況

　⑷ 苦情処理措置および紛争解決措置の内容

9

8

18

13

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥

‥‥

　⑶ 直近の2事業年度における事業の状況

・主要な業務の状況を示す指標

・貯金に関する指標

・貸出金等に関する指標

・有価証券等に関する指標

63

63

65

65

70

‥‥‥

‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥

3. 主要な業務に関する事項

　⑴ 直近の事業年度における事業の概況

　⑵ 直近の5事業年度における

　　　　　　　　主要な業務の状況

・経常収益

・経常利益

・当期剰余金

・出資金および出資口数

・純資産額

・総資産額

・貯金等残高

・貸出金残高

・有価証券残高

・剰余金配当金額

・職員数

・単体自己資本比率

　

29

16

63

‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥

2. 主要な業務の内容‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

5. 直近の2事業年度における財産の状況に関する事項

　⑴ 貸借対照表、損益計算書および

　　　剰余金処分計算書または損失金処理計算書

　⑵ 貸出金にかかる額およびその合計額

・破綻先債権に該当する貸出金

・延滞債権に該当する貸出金

・3ヵ月以上延滞債権に該当する貸出金

・貸出条件緩和債権に該当する貸出金

　⑶ 自己資本の充実の状況

　⑷ 取得価額または契約価額、

　　　　　　　時価および評価損益

・有価証券

・金銭の信託

・デリバティブ取引

・金融等デリバティブ取引

・有価証券関連店頭デリバティブ取引

　⑸ 貸倒引当金の期末残高および

　　　　　　　　　　期中の増減額

　⑹ 貸出金償却の額

　⑺ 会計監査人の監査

43

68

‥

‥‥‥‥

6. その他重要な事項

　　　（農業協同組合法施行規則第207条）

　⑴ 役員等の報酬体系

　

38‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

74

71

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥

69

69

88

‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

　このディスクロージャー誌は，農業協同組合法（第54条の3）に基づき作成しておりますが，農業協
同組合法施行規則（第204条の1）における各項目は以下のページに記載しております。

財
務
諸
表
の
適
正
性
等
に
関
す
る
確
認


